
　

礼拝開始（10時15分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

早天の窓

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

日 月 火 水 木 金 土

親がわが子を失うという痛みと似ていると言われますが、どんな
ものかを私たちには理解することができません。イエスキリスト
にとっては愛する人と関係を絶たれるということ、すべての関係
を絶たれるという痛みは、私たちがこの人生のすべての大切なも
のを失う痛みと同じ痛みだったのです。だから彼は、「苦しみの
あまり死ぬほどだ」と言ったのです。
私たちがもう一度考えるべきなのは、私たちの人生のために命を
かけて戦った人がいて、その人は私たちのためにすべてを砕き、
内側からすべてを絞り出し、私たちの持てるすべての痛みを取り
去るために彼が背負う決断をした日だということです。
私たちの人生にとって絞り出さなければならない、でも取り去ら
れたくないと思っているのは何でしょうか。私たちは、本当は神
様との関係を引き裂かれるのを本当は一番恐れていたのです。し
かし、自らの心の中にある私たちの人生の結果を左右するような
立場、関係、願いを取り去られることを恐れます。「私は決して
つまずきません」と宣言してもイエスが捕らえられると逃げ去っ
てしまったペテロのように、人は最も大切な存在を尊ぶよりも、
その時目の前にあるものを選んでしまう弱さがあります。でもイ
エスキリストは目の前にあるすべての痛みの故に、悲しみに崩れ
すべてを捨てることなく、祈りの末に立ち上がり、私たちの道が
暗闇にならないように、心の底に光をともすために、彼は絞り出
してゲッセマネの油を私たちの命の変わりにしたのです。
私たちは自分の中に、神様との関係をも捨ててしまうような誘惑
がきます。イエスキリストが誘惑に陥らないようにしなさいと弟
子に言われた言葉は、今後私たちの人生を左右するようなテスト
が来るという言葉だったのです。その誘惑に陥ったその時も、倒
れても躓いても倒れ果ててしまわないような、とりなしの祈りと
共に、イエスキリストは私たちの代わりにその罪の道に立ち上が
り、神との関係を絶ち切り、すべてを背負って下さいました。

　この 1 週間十字架を思い、そして神様とそれ以外のものをかけ
る天秤を祈り願い、それをどう選ぶのか決断します。最も重たい
現実、私たちはその犠牲の上に決断の人生を生きるように言われ
ています。私たちの人生で神様が見捨てることはありません。彼
が見捨てられる痛みのすべてを背負って神の怒りの杯を一人で飲
んだからです。永遠の滅び、永遠の死。それは私たちには到底理
解できない痛みでした。そんな私たちのため、その痛みを知って
いる人自らが、その痛みをとり、選び、そして神から断絶される
その痛みを背負われました。死に至る病を背負った人間のその死
を取り去るために彼は十字架の道に進んでいきました。
イエスが「主よ、どうかこの杯を取り去ってください、しかし私
の願うようにではなく、あなたの願うようになさってください」
と祈ったように、愛する者のために自らが最も尊ぶものを犠牲に
してでもその人が尊ぶものを回復させたいと願う人生、それが受
難週に生きる私たちの生き方です。

淺野 恵子

来週の奉仕者
（４月２３日）

今週は…マタイ 28：1～ Ⅱサムエル3：21

　～リビングライフより～

「日々感謝」「日々感謝」

（ ２０２３年４月２日 ） 

（要約者：河島 弘子）

金曜日のリビングライフでは『十字架の死によって 成し遂げられた永遠の
救い 』( マタイの福音書 27:35～53）が語られました。
いよいよイエスさまが十字架にかけられました。映画などでは腰巻をつけ
ていますが、実際は違います。イエスさまを裸でした。朝 9 時に手首と足
が釘で十字架に付けられました。そして、ローマ兵たちはイエスさまの服
をくじ引きで分け、頭上にユダヤ人の王イエスと書いた罪の牌を貼りつけ
て嘲笑しました。昼 12時になると、昼なのに世が暗くなりました。
そして午後 3時にイエスは亡くなります。「エリ、エリ、レマ、サバクタニ」
これは「わが神わが神どうして私を見捨てになったのですか」という意味
です。罪を背負って十字架に付けられたイエスさまは神さまとの断絶のゆ
えに苦みを訴えました。
この瞬間、イエスさまは子羊です。すでにイエスさまの上にすべての罪が
転嫁されています。罪なき神の御子イエスさまは、ここで徹底した罪人と
なり、その罪により、十字架で死ななければなりませんでした。
イエスさまが十字架で亡くなった後、信じられないことが起こります。
『すると見よ、神殿の幕が上から下まで真っ二つに裂けた。地が揺れ動き、
岩が裂け、墓が開いて、眠りについていた多くの聖なる人々のからだが生
き返った。彼らはイエスの復活の後で、墓から出て来て聖なる都に入り、
多くの人に現れた』(51-53 節 )
神殿の幕が上から下まで真っ二つに裂けました。神さまが裂いたのです。
幕は至聖所と聖所を区分したものです。
至聖所は大祭司長が年に一度、民の罪を代わりに贖罪のために入る場所で
した。民は入れない所です。その幕が裂けられ、道が開かれたのです。
十字架の贖いによって私たちは神さまとの隔たりを取り去られたのです。
イエスさまの十字架の死…それは私たちの救いの道を開き、死に打ち勝っ
た勝利の証しそのものなのです。
私たちはそこに表された主の愛を続けて知り続けたいと思います。

牧 一穂 牧師
日名 洋
岩﨑 祥誉 
藤原 友規子
a眞砂 香和
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　日本の関ケ原では、戦いのため多くの人が犠牲になりました。
メギドの要塞では歴史的に長い間にわたり多くの人たちが犠牲に
なり、人間の様々な価値観による戦いが起こりました。両者とも
最も大きな決断がなされた有名な場所です。しかし、小さくあま
り有名ではないゲッセマネという場所は、実は十字架よりも大き
な大きな決断であったのです。

　
　ゲッセマネとはヤコブの創世記の時代にさかのぼります。ヤコ
ブとエサウは双子の兄弟で、兄のエサウは長子の権利を軽んじ、
弟のヤコブにそれを取られてしまいました。ヤコブはその葛藤の
中、ひとつの場所に出かけ、石の枕で寝ていると、御使いがはし
ごを行き来している夢を見たのです。イエスキリストがゲッセマ
ネで祈った理由とは何でしょうか。ヤコブは兄と憎しみあい、葛
藤する痛みを何故通らなければならなかったのか、それはアダム
とイヴの出来事により神様との愛の関係が終わり、裏切りの関係
になったことに通じます。夫婦である恵みを軽んじ、食べてはな
らない木の実を食べてしまった行為によりすべてが終わりました。
その場所で、ヤコブは御使いの夢を見て、ヤコブを、子孫を祝福
するという神様の語りかけに出逢います。ヤコブはこの場所で神
様のために生き、十分の一を捧げオリーブオイルを注ぎ、ここを
ベテルとしました。神によって選ばれた神の家という意味のベテ
ルは、ゲッセマネという言葉はそれと同じ意味だと言われます。

　イエスキリストは天を押し曲げて家畜小屋に生まれました。そ
してこの場所で、『苦しみ深く恐れもだえ始められた。わたしは悲
しみのあまり死ぬほどです。ここを離れないで目をさましていな
さい』と書かれています。『深く恐れもだえる』とは、この場所で『本
当に受け止めることができないほど重く、驚くべき事実』という
意味を表します。彼は十字架にかかるのが怖かったわけではなく、
今までとは違う、自分の理解とは違うことが告げられたからでし
た。彼は人として生まれ、自分を無にし、仕える姿となることを
決心してきました。そして父なる神がいつも共におられることは
揺るぎない事でした。しかし、神様はこの場所でイエスに言われ
たのです。私はあなたと関係を絶つと。
イエスキリストは、過ぎ越しの神の恵みを得るため、エルサレム
の城壁の中に入りました。ゲッセマネの園での祈りは、アダムと
イヴから引き継がれた人間の様々な憎しみと呪いと恨みとそのす
べての葛藤がそこにありました。それはまさしく、パリサイ人た
ちがイエスを捕らえようとして右往左往して葛藤する様子です。
そして、人の最も汚れた最初の家畜小屋の環境に戻り、絞り出す
祈りでした。それは、燭台の灯をともすため、オリーブの実を砕き、
押しつぶし、苦しみ、搾り出された一滴の油のように、イエスキ
リストがこの場所で神様に絞り出す祈りであり、彼自身が砕かれ
てつぶされなければならなかったのです。

　イエスキリストは、神様と自分との関係を絶たれること、神と
人との関係が絶たれることがどんなことかを知っていました。『こ
の杯をわたしから取りのけてください』と祈ったのは、それは彼
が神の怒りが入った杯で、それは後に神様から捨てられた人々が
完全に捨て去られる姿だったからです。彼は最も愛する神と人(自
分 ) との関係を、この場所で絶たれると宣言され、その重荷のゆ
えに押しつぶされ、血のにじむような汗を流し苦しみました。彼
がそれほど苦しんだ理由は、神様と人との関係が絶たれる、アダ
ムとイヴの出来事が、どれほどの痛みで、葛藤であるかを、神様
が私たちの変わりに引き受ける痛みだったからなのです。今私た
ちが大きく受け止めずにすむのは、イエスがそれを逆に背負って
くれたからです。イエスの弟子たちも祈らず何度も眠ってしまい
ましたが、イエスは『心は燃えていても、肉体は弱いのです』と
彼らを思いやりました。非常な苦しみの中でさえも、イエスは真
剣に神様に祈りながら、彼らの痛みを背負う準備をしたのです。
このあと、向かう十字架はイエスにとって、蛇を踏み砕いたよう
に彼はここですべてを断ち切り、すべての決心だったのです。そ
の痛みの中を進む時も、弟子たちが裏切り逃げ去ったことも彼は
神の前に強く立ち続けました。彼のその決断はあまりにも大きな
ものだったのです。本当に愛する人から絶たれるという痛みは、
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祈り 7 日   和田絵理沙
 8 日   森下敦子   
12 日   福田そら
12 日   村部香代子

3日   藤原真実
4日   牧友実
4日   赤岩郁美
7日   全本達正

18 日   名越信三
18 日   佐藤小春
20 日   吉野夏子
21 日   森田加世子
22 日   行司佳世              　 

1 日   大串順子
2日   藪中真琴
3日   永井匡史
3日   金森将雄

13 日   藤村菜弥
15 日  大島正樹
16日   今崎美香
17 日   高杉圭

早天祈祷会6：00~

セル祈祷会

20：00~県北祈祷会

曽我壮琉 金光文雄

名越信三 佐藤小春

山本登 岩﨑雅弘

今崎美香

日名佐和

岩﨑櫻

森田加世子

藤原萌依

吉野夏子

李雋英

 澤口千春 行司佳世

佐々木徹心

寛金克治

私たちの心のうちからその重石を取り去り、そして絞り出すそ
のすべての犠牲をはらって下さったあなたに感謝し、どうか私
たちの人生をあなたに返せることができますように。十字架が
一人ひとりのこころに届き、あなたが歩まれたその道を顧みる
ことができますように。「私がその痛みを背負うから。今日あ
なたは私とともにパラダイスにいる」と主が言われたように、
私たちの人生が愛の人生へと変えられたことを、神様に願い、
受け取ることができますように。
今、あなたの前に私は決断します。まだ心の内に自らの弱さが
あり自分を得ようとする心があります。主よ、赦してください。
あなたがゲッセマネで決断されたように私も目の前にくる誘惑
を踏みくだき、あなたが回復してくださった父なる神との関係
を願います。
あなたが絞り出してくださったその灯の油で、光を与えてくだ
さったあなたの愛、その犠牲の上にわたしたちは決断をします。
あなたとともに歩みます。　

：

先日、資源ごみの当番が回ってきてゴミステーションに行き
ました。行くとまだ誰もきておらず、待っているとしばらく
して若い方がやってきて、その方とゴミの分別を一緒にしま
した。
分別していると、中身の残ったペットボトルがたくさんあり、
その中身を捨てたりしているとだんだんと腰もいたくなり結
構つらかったですが、なんとか終わらすことができました。
結構、大変な作業でしたが、こうして体が動けることが感謝
だなと思いました。
この資源ごみの分別を通して思わされたことは、いつも、出
来て当たり前、有って当たり前がそうではないこと、こうし
て自分が動けることも当たり前でない。
これからは、このすべてことは神様が私に与えてくださって
いることなんだと、日々感謝していきたいと思います。

『すべての事について、感謝しなさい。これが、キリスト・イ
エスにあって神があなたがたに望んでおられることです。』
（1テサロニケ5：18）
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行司 伝道師
唯恵 伝道師
西嵜 真由美
a富岡 美千男
西嵜 真由美
泉水 浩
横山 栄子
山本 麻美
岡本 享子
池田 優香
秋山 恭子
鈴木たかよ
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教会チーム

各　自

各　自

19：30~ﾌﾟﾚｲﾔｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

マルコ１４ : ３２~ ５０　

ゲッセマネの祈り―決断

神の怒りの杯

ゲッセマネ―ベテル (神の家 )

ゲッセマネの園　大きな決断がなされた場所 

最も重たい現実―犠牲の上にある決断の人生　
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スペシャルサタデー

22 日    澤口千春
23 日     日名佐和
25 日    山本登
25 日　岩﨑雅弘
25 日    藤原萌依           　 

26 日    曽我壮琉
26 日    金光文雄
27 日    李雋英
29 日　佐々木徹心  

　最も重たい現実　
　犠牲の上にある決断の人生」
 「

チャーチミーティング

あぐりグランド
オープン

誕生者のお祝い

セル活動

じょいふるキッズ15：00~

ユース礼拝17：30~

てもて塾

あぐりガーデングランドオープン　マルシェ出店

ユース礼拝17：30~
サンデーキッズﾞ15：00~

ユース礼拝17：30~
サンデーキッズﾞ15：00~

ソン・ソルナムさん
コンサート


